
(57)【要約】

【課題】ドライバＩＣと走査線および信号線との間での

抵抗値差を抑制したＬＣＤモジュールを提供する。

【解決手段】ドライバＩＣ23a，23bの出力側に電気的に

接続した抵抗部26の抵抗26a，26bの抵抗値分布を、ゲー

ト線および信号線に電気的に接続した配線部の接続配線

の抵抗値分布を吸収補正するように設定する。各抵抗26

a，26bと各接続配線との接続により、ドライバＩＣ23a

，23bとゲート線および信号線との間での抵抗値差を抑

制できる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 画 素 と 、 こ れ ら 画 素 に 対 応 す る 複 数 の 素 子 側 配 線 と を 備 え た 表 示 素 子 本 体 と 、
　 前 記 画 素 を 駆 動 す る 駆 動 手 段 と 、
　 前 記 表 示 素 子 本 体 に 設 け ら れ 、 前 記 駆 動 手 段 と 複 数 の 前 記 素 子 側 配 線 と を 電 気 的 に 接 続
す る 複 数 の 接 続 配 線 を 備 え た 配 線 部 と 、
　 前 記 駆 動 手 段 の 出 力 側 に 設 け ら れ 、 前 記 配 線 部 の 複 数 の 前 記 接 続 配 線 の そ れ ぞ れ と 電 気
的 に 接 続 さ れ る 複 数 の 抵 抗 を 備 え た 抵 抗 部 と を 具 備 し 、
　 前 記 抵 抗 部 は 、 前 記 配 線 部 の 前 記 接 続 配 線 の 抵 抗 値 分 布 を 吸 収 補 正 す る よ う に 前 記 抵 抗
の 抵 抗 値 分 布 が 設 定 さ れ て い る
　 こ と を 特 徴 と し た 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 抵 抗 部 の 抵 抗 の 抵 抗 値 分 布 は 、 前 記 配 線 部 の 前 記 接 続 配 線 の 抵 抗 値 分 布 に 対 し て 抵
抗 値 の 増 減 が 対 称 に 設 定 さ れ て い る
　 こ と を 特 徴 と し た 請 求 項 １ 記 載 の 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 抵 抗 部 の 抵 抗 の 抵 抗 値 分 布 は 、 互 い に 異 な る 第 １ 抵 抗 値 分 布 と 第 ２ 抵 抗 値 分 布 と の
い ず れ か に 切 り 換 え 可 能 で あ る
　 こ と を 特 徴 と し た 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 表 示 素 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 駆 動 手 段 と 複 数 の 素 子 側 配 線 と を 電 気 的 に 接 続 す る 複 数 の 接 続 配 線 を 備 え た
表 示 素 子 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 例 え ば 平 面 表 示 装 置 と し て の 液 晶 表 示 装 置 な ど に お い て は 、 表 示 素 子 と し て の 液
晶 セ ル で あ る Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル に 複 数 の 画 素 が マ ト リ ク ス 状 に 配 設 さ れ 、 こ れ ら 画 素 の そ
れ ぞ れ に ス イ ッ チ ン グ 素 子 と し て の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ Ｔ Ｆ Ｔ ） が 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 さ
ら に 、 こ れ ら 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の 駆 動 用 の 素 子 側 配 線 と し て の 信 号 線 と ゲ ー ト 線 と が 格 子
状 に 複 数 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ し て 、 こ の Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル の 側 部 に は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 介 し て 画 素 を 駆 動 す る
駆 動 手 段 と し て の ド ラ イ バ Ｉ Ｃ が 実 装 さ れ た テ ー プ 基 板 と し て の ポ リ イ ミ ド テ ー プ な ど の
可 撓 性 を 有 す る テ ー プ キ ャ リ ア パ ッ ケ ー ジ （ Tape Carrier Package、 Ｔ Ｃ Ｐ ） を 介 し て 、
各 種 回 路 が 形 成 さ れ た 基 板 が 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 近 年 、 ド ラ イ バ Ｉ Ｃ の 多 チ ャ ン ネ ル 化 が 進 ん で き て お り 、 １ つ の ド ラ イ バ Ｉ Ｃ に 対 し て
多 数 の 信 号 線 お よ び ゲ ー ト 線 が 、 Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル 上 に 形 成 さ れ た 接 続 配 線 を 介 し て 電 気
的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し た が っ て 、 接 続 配 線 は 、 ド ラ イ バ Ｉ Ｃ か ら 各 信 号 線 、 あ る い は ゲ ー ト 線 へ と 放 射 状 に
引 き 出 さ れ る こ と と な る た め 、 こ れ ら 接 続 配 線 の 長 さ が 異 な り 、 結 果 と し て こ れ ら 接 続 配
線 の 抵 抗 値 に 分 布 が 生 じ 、 特 に 、 Ｔ Ｃ Ｐ 端 部 近 傍 に 位 置 す る 接 続 配 線 と Ｔ Ｃ Ｐ 中 心 付 近 の
接 続 配 線 と で は 、 Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル 内 で の 引 き 回 し 距 離 が 大 き く 異 な り 、 配 線 抵 抗 差 が 大
き く な り 、 抵 抗 傾 斜 が 顕 著 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 こ の よ う な 接 続 配 線 の 抵 抗 値 差 を 抑 制 す る た め に 、 接 続 配 線 の 引 き 回 し 距 離 の
差 を 抑 制 す る 構 成 が 知 ら れ て い る 。 す な わ ち 、 こ の Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル は 、 Ｔ Ｃ Ｐ 中 心 付 近
の 接 続 配 線 を ジ グ ザ グ 状 に 形 成 す る こ と で 、 引 き 回 し 距 離 を 稼 ぎ 、 抵 抗 値 差 を 抑 制 す る よ
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う に 構 成 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ５ ６ ７ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 の Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル で は 、 ジ グ ザ グ 状 の 引 き 回 し に よ り 抑 制 で き る
抵 抗 値 差 は 充 分 と は 言 え ず 、 ま た 、 狭 額 縁 化 が 進 む 近 年 の Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル に お い て は 、
引 き 回 し 部 分 を 形 成 す る ス ペ ー ス を 確 保 す る こ と も 容 易 で な い た め 、 よ り 多 出 力 の ド ラ イ
バ Ｉ Ｃ を 使 用 す る と 、 抵 抗 値 差 が よ り 顕 著 と な り 、 表 示 品 位 に 好 ま し く な い 影 響 を 与 え る
お そ れ が あ る と い う 問 題 点 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 点 に 鑑 み な さ れ た も の で 、 駆 動 手 段 と 素 子 側 配 線 と の 間 で の 抵 抗
値 差 を 抑 制 し た 表 示 素 子 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 複 数 の 画 素 と 、 こ れ ら 画 素 に 対 応 す る 複 数 の 素 子 側 配 線 と を 備 え た 表 示 素 子
本 体 と 、 前 記 画 素 を 駆 動 す る 駆 動 手 段 と 、 前 記 表 示 素 子 本 体 に 設 け ら れ 、 前 記 駆 動 手 段 と
複 数 の 前 記 素 子 側 配 線 と を 電 気 的 に 接 続 す る 複 数 の 接 続 配 線 を 備 え た 配 線 部 と 、 前 記 駆 動
手 段 の 出 力 側 に 設 け ら れ 、 前 記 配 線 部 の 複 数 の 前 記 接 続 配 線 の そ れ ぞ れ と 電 気 的 に 接 続 さ
れ る 複 数 の 抵 抗 を 備 え た 抵 抗 部 と を 具 備 し 、 前 記 抵 抗 部 は 、 前 記 配 線 部 の 前 記 接 続 配 線 の
抵 抗 値 分 布 を 吸 収 補 正 す る よ う に 前 記 抵 抗 の 抵 抗 値 分 布 が 設 定 さ れ て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ し て 、 駆 動 手 段 と 素 子 側 配 線 と を 電 気 的 に 接 続 す る 配 線 部 の 接 続 配 線 の 抵 抗 値 分 布 を
吸 収 補 正 す る よ う に 、 駆 動 手 段 の 出 力 側 に 設 け ら れ た 抵 抗 部 の 抵 抗 の 抵 抗 値 分 布 を 設 定 す
る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 各 抵 抗 と 各 接 続 配 線 と の 接 続 に よ り 、 駆 動 手 段 と 素 子 側 配 線 と の 間 で
の 抵 抗 値 差 を 抑 制 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 表 示 素 子 の 構 成 を 図 １ な い し 図 ４ を 参 照 し て 説 明 す
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ に お い て 、 １ は 表 示 素 子 と し て の 液 晶 パ ネ ル す な わ ち 液 晶 セ ル で あ る ア ク テ ィ ブ マ
ト リ ク ス 型 の Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル で あ り 、 こ の Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル １ は 、 第 １ の 基 板 と し て の
ア レ イ 基 板 ３ と 第 ２ の 基 板 と し て の 対 向 基 板 ４ と 、 こ れ ら ア レ イ 基 板 ３ お よ び 対 向 基 板 ４
の 間 に 挟 持 さ れ て 保 持 さ れ た 液 晶 層 ５ （ 図 ３ ） と を 有 す る 表 示 素 子 本 体 と し て の パ ネ ル 本
体 ６ を 備 え て い る 。 そ し て 、 こ の パ ネ ル 本 体 ６ の 中 央 部 に は 、 画 像 表 示 が 可 能 な 画 像 表 示
領 域 で あ る 矩 形 状 の 有 効 表 示 部 ７ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 有 効 表 示 部 ７ に は 、 複 数 の 画 素
８ （ 図 ３ ） が 縦 方 向 お よ び 横 方 向 の そ れ ぞ れ に 沿 っ た マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ て い る 。 ま
た 、 こ れ ら ア レ イ 基 板 ３ お よ び 対 向 基 板 ４ そ れ ぞ れ の 外 側 に 位 置 す る 外 表 面 に は 、 互 い の
偏 光 軸 が 直 交 す る よ う に 図 示 し な い 偏 光 板 が そ れ ぞ れ 配 置 さ れ て い る 。 さ ら に 、 こ の パ ネ
ル 本 体 ６ の 背 面 す な わ ち ア レ イ 基 板 ３ の 対 向 基 板 ４ と 反 対 側 に は 、 図 示 し な い 照 光 手 段 と
し て の バ ッ ク ラ イ ト が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ア レ イ 基 板 ３ は 、 透 光 性 を 有 す る 絶 縁 基 板 と し て の ガ ラ ス 基 板 11を 備 え て お り 、 こ の ガ
ラ ス 基 板 11の 一 主 面 で あ る 内 表 面 に は 、 素 子 側 配 線 と し て の 走 査 線 す な わ ち ゲ ー ト 線 12と
信 号 線 13と が 互 い に 略 直 交 す る よ う に 配 置 さ れ 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 こ れ ら ゲ ー ト 線 12お
よ び 信 号 線 13に て 仕 切 ら れ て 囲 ま れ た 各 領 域 の そ れ ぞ れ に 有 効 表 示 部 ７ の 画 素 ８ が 位 置 し
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て い る 。 ま た 、 こ れ ら 画 素 ８ の そ れ ぞ れ に は 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 と し て の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス
タ （ Ｔ Ｆ Ｔ ） 15と 、 画 素 電 極 と の そ れ ぞ れ が 設 け ら れ て い る 。 こ れ ら 画 素 電 極 は 、 同 一 画
素 ８ 内 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 15に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 こ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 15に て 制 御 さ れ
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 図 ２ に 戻 っ て 、 ガ ラ ス 基 板 11は 、 パ ネ ル 本 体 ６ の 有 効 表 示 部 ７ か ら 一 側 縁 と 一
端 縁 と が そ れ ぞ れ 突 出 し 、 こ の 突 出 し た 一 側 縁 と 一 端 縁 と が 、 そ れ ぞ れ 細 長 矩 形 状 の 実 装
部 18， 19と さ れ て い る 。 そ し て 、 こ れ ら 実 装 部 18お よ び 実 装 部 19に は 、 複 数 、 例 え ば ２ つ
の フ レ キ シ ブ ル 基 板 と し て の テ ー プ 基 板 で あ る Ｔ Ｃ Ｐ （ Tape Carrier Package） 21aお よ
び 複 数 、 例 え ば ４ つ の フ レ キ シ ブ ル 基 板 と し て の テ ー プ 基 板 で あ る Ｔ Ｃ Ｐ 21bが そ れ ぞ れ
電 気 的 お よ び 機 械 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 Ｔ Ｃ Ｐ 21a， 21bは 、 例 え ば ポ リ イ ミ ド な ど の 可 撓 性 お よ び 絶 縁 性 を 有 す る 部 材 に て 長 方
形 状 に 形 成 さ れ 、 図 １ に 示 す よ う に 、 駆 動 手 段 と し て の 平 面 視 長 方 形 状 の ド ラ イ バ Ｉ Ｃ 23
a， 23bが 中 央 部 に 実 装 さ れ て い る 。 こ の ド ラ イ バ Ｉ Ｃ 23aの 一 側 部 お よ び ド ラ イ バ Ｉ Ｃ 23b
の 一 端 部 に は 、 リ ー ド 線 24aお よ び リ ー ド 線 24bが そ れ ぞ れ 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 こ れ ら リ ー
ド 線 24a， 24bの 先 端 部 に は 、 出 力 バ ッ フ ァ 25a， 25bを 介 し て 抵 抗 26a， 26bが そ れ ぞ れ 電 気
的 に 接 続 さ れ て い る 。 こ れ ら 抵 抗 26aお よ び 抵 抗 26bの 先 端 部 は 、 Ｔ Ｃ Ｐ 21aの 一 側 部 お よ
び Ｔ Ｃ Ｐ 21bの 一 端 部 に 設 け ら れ た 出 力 端 子 27aお よ び 出 力 端 子 27bに 電 気 的 に 接 続 さ れ て
い る 。 さ ら に 、 こ れ ら 出 力 端 子 27aお よ び 出 力 端 子 27bは 、 例 え ば Ａ Ｃ Ｆ （ Anisotropic Co
nductive Film） 接 続 な ど に よ り 、 図 １ に 示 す 接 続 配 線 28aお よ び 接 続 配 線 28bに 電 気 的 お
よ び 機 械 的 に 接 続 さ れ 、 こ れ ら 接 続 配 線 28aお よ び 接 続 配 線 28bを 介 し て 、 ゲ ー ト 線 12お よ
び 信 号 線 13に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 図 １ に 示 す よ う に 、 各 Ｔ Ｃ Ｐ 21a， 21bに
対 応 す る 複 数 の 抵 抗 26a， 26bに よ り 、 抵 抗 部 26が 構 成 さ れ 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 各 Ｔ Ｃ Ｐ
21a， 21bに 対 応 す る 複 数 の 接 続 配 線 28a， 28bに よ り 、 配 線 部 28が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ こ で 、 図 １ に 示 す よ う に 、 各 接 続 配 線 28aは 、 直 線 状 に 形 成 さ れ 、 各 Ｔ Ｃ Ｐ 21aの 上 下
端 部 に 位 置 す る も の が 、 Ｔ Ｃ Ｐ 21aの 上 下 端 部 よ り も 上 下 方 向 に 拡 開 さ れ る よ う に 傾 斜 状
と な り 、 各 Ｔ Ｃ Ｐ 21aの 上 下 方 向 の 中 心 域 に 位 置 す る も の が 、 ゲ ー ト 線 12と 略 平 行 に 、 図
２ に 示 す 左 右 方 向 に 形 成 さ れ て 、 各 Ｔ Ｃ Ｐ 21aの 上 下 方 向 に 対 称 な 放 射 状 に 配 設 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 同 様 に 、 各 接 続 配 線 28bは 、 直 線 状 に 形 成 さ れ 、 各 Ｔ Ｃ Ｐ 21bの 左 右 側 部 に 位 置 す る も の
が 、 Ｔ Ｃ Ｐ 21bの 左 右 側 部 よ り も 左 右 方 向 に 拡 開 さ れ る よ う に 傾 斜 状 と な り 、 各 Ｔ Ｃ Ｐ 21b
の 左 右 方 向 の 中 心 域 に 位 置 す る も の が 、 信 号 線 13と 略 平 行 に 、 図 ２ に 示 す 上 下 方 向 に 形 成
さ れ て 、 各 Ｔ Ｃ Ｐ 21bの 左 右 方 向 に 対 称 な 放 射 状 に 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 し た が っ て 、 各 配 線 部 28の 接 続 配 線 28a， 28bは 、 図 ４ に 示 す 抵 抗 値 分 布 D1を 有 し て い る
。 す な わ ち 、 抵 抗 値 分 布 D1は 、 Ｔ Ｃ Ｐ 21a， 21bの 中 心 域 に 位 置 す る 接 続 配 線 28a， 28bの 抵
抗 値 が 最 も 小 さ く 、 そ の 接 続 配 線 28a， 28bか ら 離 間 さ れ る に つ れ て 抵 抗 値 が 大 き く な る 、
下 に 凸 な 放 物 線 状 で あ る 略 Ｕ 字 状 に 形 成 さ れ 、 図 １ に 示 す 各 Ｔ Ｃ Ｐ 21a， 21bの 中 心 位 置 に
対 し て 左 右 に 対 称 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 Ｔ Ｃ Ｐ 21aの 他 側 部 お よ び Ｔ Ｃ Ｐ 21bの 他 端 部 に は 、 図 示 し な い Ｐ Ｃ Ｂ が 電 気 的 お
よ び 物 理 的 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ 、 こ れ ら Ｐ Ｃ Ｂ は 、 ド ラ イ バ Ｉ Ｃ 23aの 他 側 部 お よ び ド ラ
イ バ Ｉ Ｃ 23bの 他 端 部 に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 図 示 し な い 配 線 を 介 し て 、 ド ラ イ バ Ｉ Ｃ 23a，
23bに 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ド ラ イ バ Ｉ Ｃ 23aは 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ で あ り 、 Ｐ Ｃ Ｂ を 介 し て 出 力 さ れ た 走 査 信 号 を 、
ゲ ー ト 線 12を 介 し て 各 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 15（ 図 ３ ） の ゲ ー ト 電 極 に 出 力 す る も の で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ド ラ イ バ Ｉ Ｃ 23bは 、 ソ ー ス ド ラ イ バ で あ り 、 Ｐ Ｃ Ｂ を 介 し て 出 力 さ れ た 信 号 を 、 信 号
線 13を 介 し て 各 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 15（ 図 ３ ） の ソ ー ス 電 極 に 出 力 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 各 Ｔ Ｃ Ｐ 21a， 21bに 対 応 す る 各 抵 抗 部 26は 、 抵 抗 26a， 26bの 抵 抗 値 分 布 D2（ 図 ４ ） が 、
各 配 線 部 28の 接 続 配 線 28a， 28bの 抵 抗 値 分 布 D1（ 図 ４ ） を 吸 収 補 正 す る よ う に 、 具 体 的 に
は 、 抵 抗 値 分 布 D1（ 図 ４ ） に 対 し て 抵 抗 値 の 増 減 が 対 称 と な る よ う に 、 す な わ ち 、 図 ４ に
示 す 抵 抗 値 分 布 D1に 対 し て 上 下 方 向 に 対 称 と な る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 言 い 換 え る と 、
抵 抗 値 分 布 D2は 、 抵 抗 値 分 布 D1の 減 少 に 対 応 し て 増 加 し 、 増 加 に 対 応 し て 減 少 す る よ う に
構 成 さ れ て い る 。 こ の た め 、 抵 抗 値 分 布 D2は 、 上 に 凸 の 放 物 線 状 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 す な わ ち 、 各 Ｔ Ｃ Ｐ 21a， 21bに 対 応 す る 抵 抗 26a， 26bは 、 抵 抗 値 が 相 対 的 に 大 き い 接 続
配 線 28a， 28bに 対 応 し て 抵 抗 値 が 相 対 的 に 小 さ い 抵 抗 26a， 26bが 接 続 さ れ 、 抵 抗 値 が 相 対
的 に 小 さ い 接 続 配 線 28a， 28bに 対 応 し て 抵 抗 値 が 相 対 的 に 大 き い 抵 抗 26a， 26bが 接 続 さ れ
て い る 。 こ の た め 、 抵 抗 26a， 26bは 、 Ｔ Ｃ Ｐ 21a， 21bの 中 心 域 に 位 置 す る も の の 抵 抗 値 が
最 も 大 き く 、 そ の 抵 抗 26a， 26bか ら 離 間 さ れ る に つ れ て 抵 抗 値 が 小 さ く な る よ う に 設 定 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 上 記 第 １ の 実 施 の 形 態 の 作 用 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 Ｔ Ｃ Ｐ 21a， 21bを 実 装 部 18， 19に 実 装 す る 際 に は 、 例 え ば Ａ Ｃ Ｆ を 介 し て 出 力 端 子 27a
， 27bに て Ｔ Ｃ Ｐ 21a， 21bを ア レ イ 基 板 ３ へ と 熱 圧 着 す る こ と で 、 各 Ｔ Ｃ Ｐ 21a， 21bが 電
気 的 お よ び 機 械 的 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の と き 、 Ｔ Ｃ Ｐ 21a， 21b側 に 実 装 さ れ た 抵 抗 26a， 26bが 、 出 力 端 子 27a， 27bを 介 し て
各 接 続 配 線 28a， 28bに 直 列 に 接 続 さ れ る こ と で 、 抵 抗 26a， 26bと 接 続 配 線 28a， 28bと の 合
成 抵 抗 の 抵 抗 値 分 布 Ｄ （ 図 ４ ） が 略 一 定 値 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 画 像 の 表 示 に 際 し て は 、 表 示 す る 画 像 に 対 応 す る 画 像 信 号 が Ｐ Ｃ Ｂ で 生 成 さ れ 、 こ の Ｐ
Ｃ Ｂ か ら 各 Ｔ Ｃ Ｐ 21a， 21bの 各 ド ラ イ バ Ｉ Ｃ 23a， 23bへ と 画 像 信 号 が 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 い で 、 こ の 送 信 さ れ た 画 像 信 号 に 基 づ き 、 各 ド ラ イ バ Ｉ Ｃ 23a， 23bが 、 リ ー ド 線 24a
， 24b、 出 力 バ ッ フ ァ 25a， 25bお よ び 抵 抗 26a， 26bを 介 し て 、 出 力 端 子 27a， 27bか ら パ ネ
ル 本 体 ６ 側 の 接 続 配 線 28a， 28bを 経 由 し て ゲ ー ト 線 12お よ び 信 号 線 13へ と 信 号 が 送 信 さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ し て 、 ゲ ー ト 線 12に よ り ゲ ー ト 電 極 が オ ン に な っ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 15に 対 し て 、 信
号 線 13か ら 送 信 さ れ た 画 像 信 号 が ソ ー ス 電 極 に 供 給 さ れ る こ と で 、 こ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ
15に よ り 画 素 電 極 に 画 像 信 号 が 書 き 込 ま れ 、 こ の 画 像 信 号 に 対 応 し て 液 晶 層 ５ に よ る バ ッ
ク ラ イ ト か ら の 光 の 透 過 お よ び 遮 断 の 程 度 が 変 化 す る こ と で 、 所 定 の 画 像 が 有 効 表 示 部 ７
に 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 述 し た よ う に 、 上 記 第 １ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 ド ラ イ バ Ｉ Ｃ 23a， 23bの 出 力 側 に 電
気 的 に 接 続 さ れ た 抵 抗 部 26の 抵 抗 26a， 26bの 抵 抗 値 分 布 D2を 、 ゲ ー ト 線 12お よ び 信 号 線 13
に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 配 線 部 28の 接 続 配 線 28a， 28bの 抵 抗 値 分 布 D1を 吸 収 補 正 す る よ う に
設 定 す る こ と で 、 各 抵 抗 26a， 26bと 各 接 続 配 線 28a， 28bと の 接 続 に よ り 、 ド ラ イ バ Ｉ Ｃ 23
a， 23bと ゲ ー ト 線 12お よ び 信 号 線 13と の 間 で の 抵 抗 値 差 を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 具 体 的 に は 、 抵 抗 値 分 布 D2を 、 抵 抗 値 分 布 D1に 対 し て 、 抵 抗 値 の 増 減 が 対 称 と な る よ う
に 設 定 す る こ と で 、 抵 抗 26a， 26bと 接 続 配 線 28a， 28bと の 直 列 接 続 に よ り こ れ ら 抵 抗 26a
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， 26bと 接 続 配 線 28a， 28bと の 合 成 抵 抗 値 が 略 一 定 と な る よ う に で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の 結 果 、 Ｔ Ｃ Ｐ の 中 心 域 の 接 続 配 線 を ジ グ ザ グ 状 と し て Ｔ Ｃ Ｐ の 端 部 近 傍 の 接 続 配 線
と の 抵 抗 値 差 を 抑 制 し て い る 従 来 の 場 合 と 比 較 し て 、 接 続 配 線 28a， 28bを 直 線 状 と す る こ
と が で き る の で 、 製 造 性 が 向 上 し 、 か つ 、 実 装 部 18， 19側 で の 配 線 抵 抗 を 考 慮 す る こ と な
く 接 続 配 線 28a， 28bを 直 線 状 と す る こ と で 配 線 部 28の ス ペ ー ス を 抑 制 で き 、 狭 額 縁 化 が 可
能 に な る と と も に 、 ド ラ イ バ Ｉ Ｃ 23a， 23bの 多 チ ャ ン ネ ル 化 に も 対 応 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 次 に 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 図 ５ お よ び 図 ６ を 参 照 し て 説 明 す る 。 な お 、 上 記 第 １ の 実 施
の 形 態 と 同 様 の 構 成 お よ び 作 用 に つ い て は 、 同 一 符 号 を 付 し て そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 第 ２ の 実 施 の 形 態 は 、 上 記 第 １ の 実 施 の 形 態 の パ ネ ル 本 体 ６ の 抵 抗 部 26に 代 え て 、
抵 抗 31a， 31bお よ び 抵 抗 31c， 31dを 備 え た 抵 抗 部 31を 設 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ こ で 、 抵 抗 31a， 31bは 、 各 出 力 バ ッ フ ァ 25aと 各 出 力 端 子 27aと の 間 に 配 設 さ れ 、 ド ラ
イ バ Ｉ Ｃ 23aの 入 力 側 に 設 け ら れ た 切 換 端 子 と し て の 抵 抗 値 切 り 換 え ピ ン 33aへ の 入 力 に よ
り い ず れ か 一 方 が 各 出 力 バ ッ フ ァ 25aと 各 出 力 端 子 27aと に 選 択 的 に 接 続 さ れ る よ う に 構 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 同 様 に 、 抵 抗 31c， 31dは 、 各 出 力 バ ッ フ ァ 25bと 各 出 力 端 子 27bと の 間 に 配 設 さ れ 、 ド ラ
イ バ Ｉ Ｃ 23bの 入 力 側 に 設 け ら れ た 切 換 端 子 と し て の 抵 抗 値 切 り 換 え ピ ン 33bへ の 入 力 に よ
り い ず れ か 一 方 が 各 出 力 バ ッ フ ァ 25bと 各 出 力 端 子 27bと に 選 択 的 に 接 続 さ れ る よ う に 構 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 抵 抗 部 31は 、 抵 抗 31a， 31cと 抵 抗 31b， 31dと の 切 り 換 え に よ り 、 図 ６ に 示 す 抵 抗
値 分 布 が 、 互 い に 異 な る 第 １ 抵 抗 値 分 布 D3と 第 ２ 抵 抗 値 分 布 D4と に 切 り 換 え 可 能 と な っ て
い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 さ ら に 、 抵 抗 値 切 り 換 え ピ ン 33a， 33bは 、 リ ー ド 線 35a， 35bに よ り ド ラ イ バ Ｉ Ｃ 23a， 2
3bの 入 力 側 に 電 気 的 に 接 続 さ れ て お り 、 例 え ば 抵 抗 値 切 り 換 え ピ ン 33a， 33bを “ Ｈ ｉ ｇ ｈ
” に 設 定 す る こ と で 抵 抗 31a， 31cが 選 択 さ れ 、 抵 抗 値 切 り 換 え ピ ン 33a， 33bを “ Ｌ ｏ ｗ ”
に 設 定 す る こ と で 抵 抗 31b， 31dが 選 択 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 そ し て 、 こ の よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、 抵 抗 31a， 31cと 抵 抗 31b， 31dと を 切 り 換 え る
こ と で 、 ド ラ イ バ Ｉ Ｃ 23a， 23bの 出 力 本 数 や ド ラ イ バ Ｉ Ｃ 23a， 23bを 使 用 す る パ ネ ル 本 体
６ の イ ン チ サ イ ズ な ど に 伴 う 配 線 部 28の 接 続 配 線 28a， 28bの 傾 斜 角 度 の 変 化 に よ る 抵 抗 値
分 布 の 変 化 に 対 応 で き 、 使 い 勝 手 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 複 数 の 異 な る 機 種 な ど に お い て 部 品 を 共 通 化 で き る の で 、 製 造 性 を よ り 向 上 で き
る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 し か も 、 抵 抗 31a， 31cと 抵 抗 31b， 31dと は 、 抵 抗 値 切 り 換 え ピ ン 33a， 33bに よ り 容 易 に
切 り 換 え で き る の で 、 構 成 を 簡 略 化 で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 な お 、 上 記 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 抵 抗 部 31の 抵 抗 は ２ 種 類 と し た が 、 ３ 種 類 以 上
の 複 数 の 抵 抗 を 切 り 換 え る よ う に 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 上 記 各 実 施 の 形 態 に お い て 、 抵 抗 部 26， 31で の 抵 抗 値 分 布 は 、 配 線 部 28で の 抵 抗
値 分 布 を 吸 収 補 正 で き れ ば 、 完 全 に 対 称 に 設 定 し な く て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
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　 さ ら に 、 表 示 素 子 を Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル １ と し て 説 明 し た が 、 他 の 任 意 の 表 示 素 子 に も 使
用 で き る こ と は い う ま で も な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 表 示 素 子 の 要 部 を 示 す 説 明 回 路 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 上 表 示 素 子 を 示 す 説 明 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 上 表 示 素 子 の 一 部 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 上 表 示 素 子 の 抵 抗 部 お よ び 配 線 部 の 抵 抗 値 分 布 と 、 そ れ ら の 合 成 抵 抗 値 分 布 と
を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 表 示 素 子 の 要 部 を 示 す 説 明 回 路 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 同 上 表 示 素 子 の 抵 抗 部 の 抵 抗 値 分 布 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 １ 　 　 表 示 素 子 と し て の Ｌ Ｃ Ｄ モ ジ ュ ー ル
　 ６ 　 　 表 示 素 子 本 体 と し て の パ ネ ル 本 体
　 ８ 　 　 画 素
　 12　 　 素 子 側 配 線 と し て の ゲ ー ト 線
　 13　 　 素 子 側 配 線 と し て の 信 号 線
　 23a， 23b　 　 駆 動 手 段 と し て の ド ラ イ バ Ｉ Ｃ
　 26a， 26b， 31a， 31b， 31c， 31d　 　 抵 抗
　 26， 31　 　 抵 抗 部
　 28a， 28b　 　 接 続 配 線
　 28　 　 配 線 部
　 D1　 　 抵 抗 値 分 布
　 D2　 　 抵 抗 値 分 布
　 D3　 　 第 １ 抵 抗 値 分 布
　 D4　 　 第 ２ 抵 抗 値 分 布
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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